
第
１
回
お
と
ぎ
列
車
実
施
・
城
東
図
書
館
開
館

文
化
係
緑
陰
子
ど
も
会
、
ひ
な
ま
つ
り
子
ど
も
会
等
実
施

亀
戸
青
年
館
並
区
民
館
開
館

区
立
小
学
校　　
　

連
合
会
発
足

P
T
A

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
実
施

生
活
合
理
化
講
習
会
、
家
庭
教
育
学
級
開
始

江
東
区
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
発
足

64 大
島
４
丁
目
団
地
建
設
・
商
工
学
園
ス
タ
ー
ト

66 地
下
鉄
東
西
線
開
通

67 婚
前
者
学
級

69 第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
初
級
認
定
講
習
会
実
施

深
川
青
年
間
並
区
民
館
オ
ー
プ
ン
、
南
砂
二
丁
目
団
地
建
設

成
人
指
導
者
講
習
会
、
少
年
活
動
指
導
者
講
習
会

71

社
会
教
育
審
議
会
答
申

「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処

す
る
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

71

区
内
の
都
電
廃
止

江
東
区
少
年
キ
ャ
ン
プ
村
開
設
（
千
葉
県
木
下
）

72 区
役
所
移
転 「
白
河
」
か
ら
「
東
陽
町
」
へ

73 ス
ポ
ー
ツ
会
館
オ
ー
プ
ン

75 子
ど
も
会
育
成
者
協
議
会
地
区
別
協
議
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
中
級
講
習
会
開
始

77 青
少
年
活
動
指
導
員
講
習
会

新
春
ジ
ュ
ニ
ア
演
劇
教
室
開
始

78 総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

79

国
際
児
童
年

79 中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
生
涯
教
育
に
つ
い
て
」

81

地
下
鉄
都
営
新
宿
線
開
通

第
１
回
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン

81 江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

82

国
際
青
年
年

85

青
少
年
問
題
協
議
会
「
家
庭
の
日
」
制
定

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
青
海  

１
３
埋
立
地
で
開
始

85

中
野
冨
士
見
中

葬
式
ご
っ
こ 

い
じ
め
自
殺
事
件

86

白
河
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
開
館

「インターネット時代」

少子化＆週休２日制導入

「地域でつながる」

子供会・指導者育成すすむ

「地域でつながる」

子供会・指導者育成すすむ

「荒れる中学生」

校内暴力が課題に

「荒れる中学生」

校内暴力が課題に

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
設
置

88 第
1
回
江
東
こ
ど
も
ま
つ
り

89

幼
児
殺
害
事
件

（
綾
子
ち
ゃ
ん
事
件
）

89

「スクールカウンセラー」

いじめ事件を受け配置

「スクールカウンセラー」

いじめ事件を受け配置

亀
戸
青
年
館
改
築
「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に

91
92
少
年
の
船
自
然
生
活
体
験
事
業
開
始　

三
宅
島

第 
回
少
年
キ
ャ
ン
プ
村
若
洲
海
浜
公
園
で
実
施

21

江
東
公
会
堂
改
築
「
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
」
に

94

大
河
内
清
輝
君

い
じ
め
自
殺
事
件

94 阪
神
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

95

区
立
図
書
館
利
用
者
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入

97

学
童
保
育
法
制
化

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件

97
「
生
活
体
験
・
自
然
体
験
が

日
本
の
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む
」
　

99

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

99 介
護
保
険
制
度
認
定
申
請
開
始

小
学
校
統
合  

浅
間
堅
川
小   

・
第
二
砂
町
小 

・
南
砂
小

00

中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
少
子
化
と
教
育
に
つ
い
て
」

00

区
立
小
学
校
正
門
に
イ
ン
タ
ホ
ン
設
置

I
T
講
習
一
万
二
千
人  

対
象
実
施

01

青
年
の
家
等
独
立
行
政
法
人
へ

大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
事
件

01

深
川
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
・
合
宿
通
学
開
始

図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
受
付

02

完
全
学
校
週
五
日
制
の
実
施

中
教
審
「
青
少
年
の
奉
仕
活
動

体
験
活
動
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」

02

江
少
連
４
０
周
年
、
青
少
年
委
員
５
０
周
年

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
開
始

03

小
学
生
買
春
プ
チ
エ
ン
ジ
ェ
ル
事
件

03

青
少
委
『
江
東
区
の
子
ど
も
の
携
帯
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
調
査
』

04 こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
シ
ー
ル
・
安
全
マ
ッ
プ
配
布

05

個
人
情
報
保
護
法
施
行

05

区
立
中
学
校
2
学
期
制
・
少
年
の
自
然
生
活
体
験
事
業
八
丈
島
か
ら
蔵
王
へ

06 豊
洲
北
小
学
校
開
校
・
青
少
年
委
員
会
都
立
校
紹
介
開
始

07

教
育
基
本
法
改
正

（
6
0
年
ぶ
り
の
改
正
）

07 リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件

08

臨
海
部
人
口
急
増　

区
立
小
学
校
収
容
対
策
課
題
に

小
１
支
援
員
配
置

08 深
川
図
書
館
1
0
0
周
年
記
念
事
業

教
育
委
員
会
組
織
改
正
、
青
少
年
課
設
置

09

子
供
・
若
者
育
成
支
援

推
進
法
施
行

09

「インターネット時代」

少子化＆週休２日制導入

「不登校・ひきこもり」

SN
Sいじめ・拡散

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
ス
タ
ー
ト

待
機
児
解
消
が
重
要
施
策
に

10

特
別
支
援
学
校
・
教
室

不
足
が
深
刻

10

J
L
講
習
会
宿
泊
会
場
を
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家

か
ら
千
葉
市
少
年
自
然
の
家
に
変
更

11

東
日
本
大
震
災

大
津
中
二
い
じ
め
自
殺
事
件

11

「
こ
う
と
う
学
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
ス
タ
ー
ト

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
決
定

13

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

13

昭
和
か
ら
平
成
へ

昭
和
か
ら
平
成
へ

「
青
少
年
の
広
場
」

(

現
・
き
ず
な
）
創
刊

1970

1980
1990

「不登校・ひきこもり」

SN
Sいじめ・拡散

200
0

2010

1970

1990

2010

「
こ
う
と
う
ゆ
ー
す
て
っ
ぷ
」
開
始

江
東
区
人
口
5
0
万
超
、
豊
洲
西
小
学
校
開
校

15 「
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ
」
に
指
定
管
理
者
制
度
導
入

17 義
務
教
育
学
校   

有
明
西
学
園
開
校

18 教
育
委
員
会
組
織
改
正
地
域
教
育
課
設
置

19

江
東
区
台
風
1
9
号
に

よ
り
避
難
勧
告

19

平
成
か
ら
令
和
へ

平
成
か
ら
令
和
へ

�青 少 年 教 育

年 �史
1947

2019

~

江東区誕生から▶▶▶

号記念特別号100

家庭・学校・地域・行政
みんなで担ってきた

「青少年健全育成」にむけた
実践力を次代につなぐために。いじめ

非行
ひきこも

り

P4

P9

中
高
生

居場所
づくり
居場所
づくり
中
高
生

地域で育ちを支える
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はじめに

家もなく食べ物にも不自由した戦後を克服し、日本が先進国へ

肩を並べさらなる競争力を持つことが求められていた時代に

「青少年の広場」は発刊しました。
1978年のことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年行政は戦前の文部省の健全育成事業と内務省の非行対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　事業の２本の流れがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　江東区では教育委員会の社会教育課が地域の青少年団体ととも

　　　　　　　　　　　　　　　　　に青少年交流プラザの前身である青年館を拠点に、これらを担い、

　　　　　　　　　　　　　　　　　こどもたちの成長を見守ってきました。

成人式への参加、青年団、子ども会での活動は人々の記憶に深く根ざし、少年キャンプはすでに地域の伝統

的な年中行事となっているのではないでしょうか。

さらに、非行防止、社会を明るくする運動、薬物乱用防止などは目立たない活動ではありますが、健全な社会

の下支えとなる大事な役割を担い続けています。

2009年、地域振興部に青少年課が設置され、事業の一部が補助執行となり、現在に至ります。

23区の中で、江東区の地域力が抜きん出て高いことは子ども会活動や少年非行件数の低さから明
らかです。

2000年、「青少年の広場」は「きずな」と改称し、
いじめや不登校などの課題への対応を含め、広く青少

年情報を発信してきました。

本年、100号を迎えたことから、地域の青少年団体等
の皆様をお迎えし、この間の歩みを振り返り、さらにこれ

からの青少年へ向けた取り組みについて語っていただきました。

ジュニアリーダー講習会では親子２代に渡っての講習生が生まれています。

　　　私たちはこの「伝統」と「地域力」を次代につなげていきたいと思うのです。

-２-



@江東区
教育センター
@江東区
教育センター

座談会の参加メンバーはこちら！座談会の参加メンバーはこちら！

元中学校長（深川四・南砂・
第三亀戸・深川二中を歴任）。
退職し、現在は教育センター
の相談員をしている。

代々続くまち工場を経営。
ジュニアリーダー講習会講師、
江少連の理事。こどもたちには
「チャーリー」と呼ばれている。

元ジュニアリーダー。江東区で
育ち、大学院で心理学を専攻。
その後ＮＰＯ法人を起業し約
１５年取り組んでいる。

寺の住職。元小学校PTA会長、
保護司、少年補導員、薬物乱用
防止推進江東地区協議会会長。
町会長、人権擁護委員。

元小中 PTA 会長、江少連西部
地区連合会、白河地区対、町
会子ども会役員。「もりごカフェ」
主宰。地域コーディネーター
他、様々なこども支援を行う。

昭和６３年に江東区入庁。地域
教育課社会教育主事。青少年セン
ターオープンに携わるなど役所生
活の約３分の２は青少年セクション
にいる。

振り返ろう！
「青少年」の歴史

 青 少 年 教 育

年  史 1947
2018

~

江東区誕生から▶▶▶

�青 少 年 教 育

年 �史
1947

2019

~

江東区誕生から▶▶▶

第１部

司会
岩崎裕之
（青少年課）

「きずな」100号の特別企画！！
江東区を中心に「青少年」の育成に長年携わってきた
３０代から７０代までの大人たちが集結！
「今」と「昔」のこども・大人の変化や課題について
熱く語っていただきました！

-３-

令和時代の

に

地域の大人地域の大人
は何ができる!?

中高生中高生
CHU-KO-SEI

第３部



江東区が誕生してから現在に至るまで「青少年」に関連した
出来事はどんなものがあったのでしょうか。
座談会メンバーと見ていきましょう▶▶▶

深
川
図
書
館
「
都
」
か
ら
「
区
」
に
移
管

50
深
川
少
年
少
女
連
合
会
発
足
・
成
人
学
校
開
設

51    

深
川
区
と
城
東
区
が
合
併
。「
江
東
区
」
誕
生

47

47
教
育
基
本
法
制
定

49
社
会
教
育
法
制
定

青
年
学
級
振
興
法
制
定

53
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

64

第
１
回
お
と
ぎ
列
車
実
施
・
城
東
図
書
館
開
館

55
文
化
係
緑
陰
子
ど
も
会
、
ひ
な
ま
つ
り
子
ど
も
会
等
実
施

57
亀
戸
青
年
館
並
び
に
区
民
館
開
館

61
区
立
小
学
校　
　
　

連
合
会
発
足

63

P
T
A

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
実
施

生
活
合
理
化
講
習
会
、
家
庭
教
育
学
級
開
始

江
東
区
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
発
足

64
大
島
４
丁
目
団
地
建
設
・
商
工
学
園
ス
タ
ー
ト

66
地
下
鉄
東
西
線
開
通

67
婚
前
者
学
級

69
第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
初
級
認
定
講
習
会
実
施

深
川
青
年
館
並
び
に
区
民
館
オ
ー
プ
ン
、
南
砂
二
丁
目
団
地
建
設

成
人
指
導
者
講
習
会
、
少
年
活
動
指
導
者
講
習
会

71

社
会
教
育
審
議
会
答
申

「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処

す
る
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

71

区
内
の
都
電
廃
止

江
東
区
少
年
キ
ャ
ン
プ
村
開
設
（
千
葉
県
木
下
）

72
区
役
所
移
転 「
白
河
」
か
ら
「
東
陽
町
」
へ

73
ス
ポ
ー
ツ
会
館
オ
ー
プ
ン

75
子
ど
も
会
育
成
者
協
議
会
地
区
別
協
議
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
中
級
講
習
会
開
始

77
青
少
年
活
動
指
導
員
講
習
会

新
春
ジ
ュ
ニ
ア
演
劇
教
室
開
始

78
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

79

国
際
児
童
年

79
中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
生
涯
教
育
に
つ
い
て
」

81

地
下
鉄
都
営
新
宿
線
開
通

第
１
回
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン

81
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

82

国
際
青
年
年

85

青
少
年
問
題
協
議
会
「
家
庭
の
日
」
制
定

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
青
海  

１
３
号
埋
立
地
で
開
始

85

中
野
冨
士
見
中

葬
式
ご
っ
こ 

い
じ
め
自
殺
事
件

86

白
河
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
開
館

　　　　私が教員になった時は、校内を自転車

　　　　で走ったり、授業をサボって屋上にた

むろしたりする生徒がいて、私が出張から帰る

とクモの子を散らすように教室へ戻っていく…

というようなこともありました。

70 年代後半までは教員は一つの学校

に 10 年、15 年いられたので保護者や地域

と関係を作りやすかったんです。

しかし、この頃から制度が変わり６年しかい

られなくなった。地域や保護者との関係は非

常に作りづらくなってしまったんです。

荒れる中学生 1980 年代

「地域でつながる」
子ども会・指導者育成すすむ
「地域でつながる」
子ども会・指導者育成すすむ

「荒れる中学生」
校内暴力が課題に

「荒れる中学生」
校内暴力が課題に

「戦後復興」
教育より生活優先

「戦後復興」
教育より生活優先

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
設
置

88 89
第
１
回
江
東
こ
ど
も
ま
つ
り

幼
児
殺
害
事
件

（
綾
子
ち
ゃ
ん
事
件
）

89

昭
和
か
ら
平
成
へ

昭
和
か
ら
平
成
へ

少年活動の指導者育成 1971

「
青
少
年
の
広
場
」

(

現
・
き
ず
な
）
創
刊

1970 19801940~60 1970

�青 少 年 教 育

年  史 1947
2018

~

江東区誕生から▶▶▶

�青 少 年 教 育

年 �史
1947

2019

~

江東区誕生から▶▶▶第１部

江東区文化センター 1982

江東区発足当時の区役所

少年キャンプ村 1972

-４-

　　　　少年活動指導者講習会を受けて、少年

キャンプ へお手伝いをすることに。最初は、

もう何もできないので、お湯を沸かして。レト

ルトの「ボンカレー」でしたよ。指導もそこか

らスタートしたんです。

でも地域の大人の方たちも一生懸命だった

ので、親もジュニアリーダーの講習会に行きな

さいと言ってくれ、どんどんこどもたちも来た。

ジュニアリーダーが 増えていった時期だっ

たんです。



「インターネット時代」
少子化＆週休２日制導入

人生を変えたキャンプ

「スクールカウンセラー」
いじめ事件を受け配置

「スクールカウンセラー」
いじめ事件を受け配置

亀
戸
青
年
館
改
築
「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に

91 92
少
年
の
船
自
然
生
活
体
験
事
業
開
始　

三
宅
島

第　
　

回
少
年
キ
ャ
ン
プ
村
若
洲
海
浜
公
園
で
実
施

２
０

江
東
公
会
堂
改
築
「
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
」
に

94

大
河
内
清
輝
君

い
じ
め
自
殺
事
件

94
阪
神
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

95

区
立
図
書
館
利
用
者
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入

97

学
童
保
育
法
制
化

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件

97

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

99
介
護
保
険
制
度
認
定
申
請
開
始

小
学
校
統
合  

浅
間
竪
川
小  

・
第
二
砂
町
小 

・
南
砂
小

00

中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
少
子
化
と
教
育
に
つ
い
て
」

00

区
立
小
学
校
正
門
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置

 
 
講
習
一
万
二
千
人
対
象
実
施

01
I
T

青
年
の
家
等
独
立
行
政
法
人
へ

大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
事
件

01

深
川
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
・
合
宿
通
学
開
始

図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
受
付

02

完
全
学
校
週
五
日
制
の
実
施

中
教
審
「
青
少
年
の
奉
仕
活
動

体
験
活
動
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」

02

江
少
連
４
０
周
年
、
青
少
年
委
員
５
０
周
年

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
開
始

03

小
学
生
買
春
プ
チ
エ
ン
ジ
ェ
ル
事
件

03

青
少
委
『
江
東
区
の
子
ど
も
の
携
帯
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
調
査
』

04
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
シ
ー
ル
・
安
全
マ
ッ
プ
配
布

05

個
人
情
報
保
護
法
施
行

05

区
立
中
学
校

　

学
期
制
・
少
年
の
自
然
生
活
体
験
事
業
八
丈
島
か
ら
蔵
王
へ

06

２

豊
洲
北
小
学
校
開
校
・
青
少
年
委
員
会
都
立
高
校
紹
介
開
始

07

教
育
基
本
法
改
正

（
6
0
年
ぶ
り
の
改
正
）

07
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件

08

臨
海
部
人
口
急
増　

区
立
小
学
校
収
容
対
策
課
題
に

小
１
支
援
員
配
置

08
深
川
図
書
館
1
0
0
周
年
記
念
事
業

教
育
委
員
会
組
織
改
正
、
青
少
年
課
設
置

09

子
供
・
若
者
育
成
支
援

推
進
法
施
行

09

「インターネット時代」
少子化＆週休２日制導入

「不登校・ひきこもり」
SNSいじめ・拡散

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
ス
タ
ー
ト

待
機
児
童
解
消
が
重
要
施
策
に

10

特
別
支
援
学
校
・
教
室

不
足
が
深
刻

10

J
L
講
習
会
宿
泊
会
場
を
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家

か
ら
千
葉
市
少
年
自
然
の
家
に
変
更

11

東
日
本
大
震
災

大
津
中
二
い
じ
め
自
殺
事
件

11

「
こ
う
と
う
学
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
ス
タ
ー
ト

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
決
定

13

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

13

犯罪の低年齢化問題 2010 年代  

　　　　少年非行が非常に低年齢化している。

　　　　簡単に言うと、幼稚化している
んです。

例えば、データですと、中高生の万引きもも

ちろんあるんだけど小学生の万引きがす

ごく多いんです。

ゲーム感覚でやっちゃっていて○○君がやっ

ているから、じゃ、僕もやっちゃおう、とい

う感じ。

デジタル化が進んで便利になりつつも心配で

すよね。

　　　　青少年センターでは、ジ

　　　　ュニアリーダー講習会の

　　　　ほかにも一般の青年対象

の講座をいっぱいや っていまして、

自立とか社会性とか、そういった

ところ を目指した、どちらかとい

うと前向きな、行け行けドンドン

的な事業展開でした。

青少年センターで
目指したこと 1991

　　　　6 年生の時に行ったんですけれども、やっ

ぱり自分の人生の中でショッキングだった。魚が目

の前で泳いでいるとか、今まで感じたことのない世

界でした。当時、三角テントだったんですね。簡単

に壊れるんですよ。今のドーム型テントじゃないの

で。風が吹いたら倒れてたり。食事はもうどうなる

かわからないとか。

常にちょっといい形で命の危機を感じながら過ご

したのがすごく大きくて。そういう経験が自分の人

生の節目節目でいい意味でのカルチャー ショック

を与え続けてくれたというのはあるかなと。

三宅島キャンプ  1992

1990
「不登校・ひきこもり」

SNSいじめ・拡散

「
青
少
年
の
広
場
」

「
き
ず
な
」
に

2000 20101990 2010

「
こ
う
と
う
ゆ
ー
す
て
っ
ぷ
」
開
始

江
東
区
人
口
5
0
万
人
超
、
豊
洲
西
小
学
校
開
校

15
「
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ
」
に
指
定
管
理
者
制
度
導
入

17
義
務
教
育
学
校   

有
明
西
学
園
開
校

18
教
育
委
員
会
組
織
改
正
地
域
教
育
課
設
置

19

江
東
区
台
風
1
9
号
に

よ
り
避
難
勧
告

19

平
成
か
ら
令
和
へ

平
成
か
ら
令
和
へ

ウィークエンドスクール
2003

　　　　学校が土日休みになったことで

　　　　こどもたちの居場所を何とか確

保するためにウィークエンドスクールと

いうのを始めました。

今、小学校は４6校あるうち、１１校
しかウィークエンドスクールがないわけ

なんですよ。大変ですけど、すごくいい

活動でこどもたちも楽しんでいるし、

土曜日喜んで来てくれています。

有明西学園開校 2018

小１支援員配置 2008

少年の自然生活体験 2006

-５-

中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
生
活
体
験
・
自
然
体
験
が

日
本
の
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む
」　

99
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豊かさのなかの貧しさ…

大人の役割とは
スペシャル
座談会をめぐるをめぐるの子の子

第２章

 【安部】今、町内でも、暇なこども
がいないというのが僕はすごく問
題だなと思っています。
１人でぼーっと考えたりとか、物

 【司会（岩崎）】　タワーマンション居住者が増え、こどもたち
の暮らしも激変している江東区ですが…
こどもたち同士で誘い合って遊ぶ日常はもはや目にすることも
少なくなって、スマホで連絡、オンラインゲームで会うことが
日常になりつつあるとも聞きます。
みなさんはこのような状況をどうお感じになりますか？

ボーっとしている子がいない

思いにふけるというのって結構大事だと思っているんです。

塾だったりとかサッカー教室だったりとか、スポーツもルール
に基づいたものをやらされるというか、それを突き詰めたらい
いのかもしれませんけど、何にもないところで遊ぶことがすご
く苦手なこどもが多いなというのは結構感じますよね。

傷つきやすいこどもたち

 【藤本】学校も現在校内での暴
力的な行動は、昔に比べ本当に
少なくなりました。
こどもたちもやっぱり認められ
て育つ、褒められて育つことが優先されています。しかし、そ
の反面、折れたときのこどものショックは大きい。

失敗体験が少ないんです。

中学校の授業で、ここはみんなに静かに聞いてほしいという場
面でもその時思いついたことを、ばんばん言っちゃう子が多い。
そうすると指導されるわけですよね。
「今、そういうことを言うときじゃないよ」と。
すると傷ついちゃうんです、こどもが。そういうことの繰り返
しで、ここ十数年続いているんですね。

教員も変わらなきゃいけない時期にきています。

（※１）子ども会のお兄さんお姉さんとしてレクリエーションをしたり、キャンプ
　　などでの指導を行ったりする青少年のこと。

地域のみんなで遊ぶことを
しなくなった中高生

 【関口】40 年前は地域の子ども会
が盛んでした。
地域全体でジュニアリーダー(※１)

を育てよう！という熱意もあり、こどもたちの休日もそういう
地域活動に向けられていましたよね。優先順位も１番目か２番
目ぐらいの感じがあったんですけども今はそれが厳しい。
中高生は部活が１番。中３、高３は受験があるのでなおさらで
す。
【安部】地域の活動に、うちの娘は中学生から参加したんですが、
小学生からやらせたくても部活や習い事もたくさんあって、ジュ
ニアリーダー講習会などの全ての活動に参加するのは不可能でした。

こどもを取り巻く環境が激変しているといえるのではないかと
思います。自分の中高生時代を振り返ってみても学校と家の往
復でしたから、地域の活動に目が向くきっかけはなかったなあ。

デジタル社会の大人たち
こどもたち

 【清水】こどもも大人も生活がア
ナログからデジタルに行っちゃっ
たという。

我々のころは、電話って黒電話でした。各家庭に１台ですね。
彼女のうちに電話すると、おやじが出る。そういうこともあっ
たんです。今は、もうこどもが生まれたときからスマホですか
ら。

すごく感じるのは、
今のこどもたちってアナログ経験がないなと。

それこそ、20 代の幼稚園の先生がマッチをつけられない。具体
的な生活経験が少ないし、やっぱり直接のコミュニケーション
の場が減っちゃっている気もするんですよ。

ここから座談会開始！

江東区で中高生と密に関わって
きた大人たちが感じる、今のこ
どもたちの現状と課題を語って
いただきました！
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 【清水】小学校教員をやっている私の子を見ていますが、学校
の先生は激務です。
時給換算すると５６０円と言っていました。

朝７時から行って、遅くまで。こどもは悪くないんですよ。た
だ、どこかでこどもたちのために何かしなきゃいけない。
そうすると、今のところ、全部学校に行ってしまう。

【岩切】私は、明らかに社会教育
の衰退が課題だと思っています。

日本の教育は、学校教育にあら
ゆるものを預けてきているんです
よね。

先生たちもいろいろ引き渡していきたいんですよ。ただ、引き
渡せる先がない。　

完全学校週５日制になったときに、社会教育がもっと本気にな
って頑張るべきだった。

例えば、共働きや、デジタル化の発展など、社会的な変化が大
きい状況の中で、もっともっと社会教育が変わって、これから
の社会で活躍する人材をどうやって育成していくのかを学校以
上に考えるべきだと思う。

【田中】便利ですぐに情報が手に入るという利点は確実にある
し学校教育のツールとして期待されていますが、　やっぱり情
報は持っていても体験をしてい
ないということもあるのか、

こどもたちの自己肯定感が
低い。
何か生きづらい、ちょっと心に
不安を持っている層はかなりいると思います。

 【司会（岩崎）】　やっぱり「体験がこどもを育てる」と思い
ますよね。
こども自らが計画し、自分たちで火をおこしたりご飯を作っ
てテントのなかで寝る …みたいな地域子ども会のキャンプ活
動はやっぱり大事だと感じます。

しかし、それが現代のこどもたちには難しい訳ですよね。

 「地域」や「家庭」での教育の力が低下してしまっている今、
「学校」にその教育の足りない部分を任せっきりにして、先生
たちが担うべき領域を超えて背負ってしまっている気がする
のです。
そのあたりは、皆さんどうお考えですか？

なんでも学校頼みはもうやめたい。
家庭・学校・地域それぞれが機能していかないと

学校も教員も
変わらなければならない

 【藤本】私は教員も変わらなけ
ればいけないと思っています。

学校もこれからの時代、変わっていくための努力をしないとい
けないんだろうなというのを痛切に感じています。

地域の活動と部活動はこどもたちの乗り越える力を育てる機会
となるところは一緒です。
今後、部活動は平日５日間のうち１日以上休みますので、各学
校や地域がきちんと連絡をとり合っていれば両立が可能です。

いじめの問題も、自分がいじめる側にいれば、いじめられる側
にならないということを、みんな学んできてしまっていると言
われています。

どこの学校でも顕著に事例としてあります。
そういうのはやっぱり課題なんだろう。

学校で見せない一面を
地域活動で見せるこどもたち

 【関口】江東区の西部地区のキャ
ンプは、今では珍しいかもしれま
せんが、学校の先生もこどもたち

 と一緒に参加して寝泊まりするんですよ。
自分の学校の児童がどんな活動をしているのかな、というのを
見ていただいているんです。

学校とは違う非日常的な活動なので、
「えっ、あの子、こんな活発に動くんだ！？」とか、普段学校
ではすごくおとなしい子なのに、すごく活発に積極的にやって
いるという発見がある。

地域活動っていうのは、学校では見ることができない、本来の
こどもの資質みたいのが出てくるのかな、なんて気がするんで
すよね。

【安部】PTA とか子ども会、ウィークエンドスクールなど、結
果やっていることは社会教育なんだなと思いましたけど、多分
そこ、マイノリティーですよね。

我々には身近な「ジュニアリーダー」も他の地区の保護者はも
ちろん、先生も認知が非常に低いと思います。

【岩切】江東区の問題だけではないんですけれども、

地域でこどもの個性とか特性に応じた「学び」を
いろいろ選択しながら活躍していけるというもの

を本来的には目指していくべきかなと。
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 【田中】私が今から７年前に青少
年センター（現  青少年交流プラ
ザ ) に戻った時はすでに不登校と
かひきこもりの層が社会問題化していたんですね。

青少年センターとしても、そういったところの青少年層に対
して何かしらアプローチ、働きかけをしていきたいとなりまし
た。
そこで「こうとうゆーすてっぷ」という相談機能をもった
窓口を立ち上げました。

最初、ひきこもりに特化した相談だったんですけど、今は「青
少年総合相談」ということでも間口を広げて、なるべく早い
青少年期にいろんな問題の解決へのアプローチをして、長期の
ひきこもりを作らないよう、取り組んでいます。

なかなか地域のつながりといっても、すぐに結果は出ないとは
思うんですけれども、そういったこどもたちとつながって
いくことをあきらめないところが大事かな。

そう思っている人が、地域全体にいっぱい増えていくといいの
かなと思っています。

行政のひきこもり対策
つながることをあきらめない

変化のスピードに学校・行政がついていけない
結果生まれた「不登校・ひきこもり」問題

その結果として、不登校の子だったりとかひきこもりの子を
結局、摩擦として生んでしまっている。

不登校が 16 万人以上いるという状況の中で、その状況という
のは、大人がついてこられなかったというか、結局、大人が変
わっていけなかった結果をこどもたちに反映してしまっている
状況だな、というのは強く感じます。

平均的なものを求め続けた時代の中で、大人にはわからない
ところに出っ張るようになっています。

【田中】ひきこもりがちなこどもや青年層に、どういうアプロー
チをしていくかが求められているのかな、と思っています。

居場所的な機能や、安部さん、岩切さんがやっているようなこ
どもを中心においたアプローチを、今後行政も大切にしていき
たいなと思っています。

 【岩切】多様性に向かっていくス
ピード感が非常に速い中で、そこ
に枠組みが追いついていかないと
いけないのかなと、結構危機感と
して強く感じています。

家庭もこどもと一緒に
成長していくことが大事

 【安部】PTA を、僕は７、８年や
っているんですけど、やっぱり一
番大事なのってコミュニケーショ
ン。実際に会って話すと何でもないんですけど、会わないと、
毎週末会っているのに、その１週間で、何でそんなに信用で
きなくなるのかな、というぐらいなことがほんとにあって、こ
どもの中も同じなんですよね。　

小学校のときの PTA 連合会のスローガンに「子育て、親育ち」
というのがありました。
こどもから教えられることのほうが親は多いわけで、一緒に育て
るというのを、これからもっとやっていかなきゃいけないなとず
っと思っています。

【田中】今年の 1月 11 日の朝日新聞夕刊の１面に、こどもの幸福
度、幸せは、どういう状況や要因だと高まるのかという調査分析
が載っていたんです。

１番目が「こども自身がまわりに困っている人がいたら助ける」
２番目が「自分が困ったときに相談できる人がいる」
３番目が「母親が困ったときに相談できる人がいる」

こういう状況だとこどもが幸せを感じている。

３番目が印象的で、やっぱり安部さんが話されていましたが、
親が孤立しない状況が大切なのかなと感じました。

平和で豊かな国に育ち、学力も体力も先進諸国にそん色の
ない日本の青少年。

しかし、地域のコミュニティは希薄になって、本来、家
庭や地域で担うべき事柄が学校負担となっているという
課題が各方面から指摘されています。

それでも江東区は依然、町会への加入率は 60％を維持し
ているのです。
歴史ある伝統行事や祭りへの参加も盛んで、それを支え
る組織も根強く存在している地域です。

座談会の登壇者にはすでに地域でカフェを開いたり、イ
ベントを実施し、新しい地域の教育力となっている方た
ちがいます。

こどもの居場所づくりはコミュニティの再生と重なる有
効な手段となると思います。
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令和時代の

に

地域の大人地域の大人
は何ができる!?

中高生中高生
CHU-KO-SEI

江東区ができる取り組みとは

認定 NPO 法人夢職人 ・ 理事長　岩切 準認定 NPO 法人夢職人 ・ 理事長　岩切 準

1. 中高生の「思春期」という時期について

ある日突然「大人になりました」

という子は存在しません。

徐々に細かい階段を

上っていきます。

2.「孤独を感じる」日本の中高生

ユニセフがこどもの幸福感度調査を実施し、各国の比較

をしています。

15 歳のこどもたちに「孤独を感じることはありますか」

と聞きました。

こんなに日本が突出しています。

実は日本の 10 代 20 代の死因ナンバーワンは「自殺」

です。そして、小中高生の自殺の原因１位「学校」。

２位「家庭」３位「健康」です。

こどもたちがこれから活躍していくうえで必要になる

「知識や技術」のサイクルはとても短いです。

先行き不透明な中、今のこどもたちはその都度いろいろ

なチャレンジをしていくしかないです。

その時に「やってみよう」「できるかもしれない」と思う

自己肯定感を土台にした心のマインドセットがあれば大丈

夫。

根拠なしの自信でやってみようと思えるためにはこうい

ったものを身につけておくことが必要です。

令和元年度江東区青少年健全育成イベント

「地域で中高生の育ちを考える」講演会

講師

講演内容

ダイジェスト版

おとな

こども

親 友達ココロ

カラダ

まず「心」と「体」の成長が著しくアンバランスになる。

個人差が出て来やすい。

徐々に親離れしていき「親との距離感」を模索するよう

になります。反対に「友達」には

認めてもらいたい気持ちが高まる。

そして大人になるための試行錯誤

の中で、大変不安定になりやすい

時期と言えます。



3.「やっみよう」「できるかもしれない」　そう思える　”自己肯定感 ”とは！？

自己肯定感・自尊心・自尊感情・自己評価・自己有用感…

と様々な言葉が使われていますが、今回は、1 つの単語に

包括します。

  self-esteem　「セルフ・エスティーム」

「ありのままの自分が好き」

「自分は人に認めてもらえている」

「自分は自分の判断や行動を信じることができる」

という感情です。

自分はかけがえのない存在だと思える心の状態。

そして情緒の安定にもつながっていくところがあります。

そもそも自尊感情には

「自己受容」「関係の中での自己」「自己決定」という３つ

の要素があります。どれが低いのかによってその子への

働きかけが異なります。

自己主張
・

自己決定

自己主張
・

自己決定

自己評価
・

自己受容

自己評価
・

自己受容

関係の中

での自己

関係の中

での自己

自分に満足！

自分が好き

自分のことは
自分で決めたい！

人と違っていても
自分の意見を主張できる

人のために
尽くしたい

見守ってくれる
周りの人に感謝

4.　「自己評価」「自己受容」が低い日本の子どもたち

東京都の調査ではこの類型

に基づいて質問項目を作成

し、こどもに答えてもらっ

ています。

それを類型化すると、その

子の自尊感情はどのぐらい

なのかが測定できるように

なっています。

日本のこどもに一番ありが

ちなのは下記グラフの様な

「自己評価」「自己受容」が

低い。

「関係の中での自己」は比較

的高い状態で、

「自己主張」「自己決定」も

比較的できています。

そういう子にどういう指導

が必要か提示されています。

【傾向】
・思春期・青年期に多く見られる傾向。

・他者を理解し、協調性を重んじている。

・短所が気になり、他者と比較して自己を評価する傾向が強い。

・自信がないため、自己を否定的に見る傾向。

・人間関係のバランスが崩れるとわがままや依存性が表面化する可能性も。

【指導の方向性】
・自分のよさや個性を認識する場面や経験を増やす。

・具体的な場面を捉えて褒める。

・保護者に学校での成果をきめ細やかに伝え家庭でも認め褒めてもらう。
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５. 江東区の中高生アンケート　「安心できる居場所」とは

「中高生が安心できる場所ってどこ？」

と言ったときに、基本的には「家」が

中心。プラス「学校」とかですけれど

も、全国調査でも大体こんな感じです。

一番びっくりしたのが、

「安心できる居場所がない」が 1.8%

これはかなり危ういです。

何に悩んでいるのか。「勉強」「進学」

のこと。「将来」のことについて悩ん

でいますという子が圧倒的です。

これは全国調査でもほぼ一緒です。

平成30年 9月
江東区こども・子育て支援事業計画策定に
関わる調査第３章中高生世代調査結果より

６. 中高生の「居場所」ってなに？

「居場所」というと物理的空間を想像される方が多いです。

講演会を頼まれて話をするんですけれども、「岩切さん、

○○センターができたんですが、人が集まらないんです !」

と。それは当たり前の話で、そもそも「居場所」っていう

空間じゃないんですよ。

「居場所」って感じるのは「本人の主観」なんですね。

大事なのは「コミュニティ」「ネットワーク」この２つな

んです。

つまり中身があった上でハードがないといけないんです。

その「つながりを育む場」を先につくらなければ、いくら

場所ができても来ない。これは全国共通です。

場所なんかないけれども、ちゃんとこういった関係を育ん

でいる地域はたくさんあります。その機会をどう捉えるか

です。

中身のない

ただの空間

「居場所」と

感じない…

７. いろいろな「行き場」が中高生の心のバランスにつながる

提案したいのは

「コミュニティ・ポートフォリオ」です。

いろいろなものに幅広く投資したほうが、どこかがへこん

だ時にバランスが安定するという考え方です。こどもの成

長過程でも全く同じです。

学校ではサッカークラブだけ（部活動だけ）に人間関係が

あったりすると、メンバーとの関係につまづいたりすると

行き場がなくなります。

いろいろな選択肢があれば、どこかで傷を負ったとしても

他で支えられる可能性があるのですが「コミュニティ」が

極端に少ないのは危険です。

中１でコミュニティが入れ替わった時の影響は大きいの

ですが、並走してあげる「家庭」や「地域」がこどもたち

の心のよりどころになる必要性があると思います。

GOOD
!

行き場が
たくさん！

もう行き場がない…キケン
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８.「場と機会」「出番」が中高生の将来につながる

思春期・青年期に必要なのは

  ⑴　「親」以外のロールモデル

        「目標になる大人」

  ⑵　進路や将来に関する

        ヒントになる「きっかけ」

  ⑶   中高生自身がアクションをして

        社会的評価が得られる「場と機会」

「この地域で育って良かったな」と思ってもらえるために「教師」「親」だけではなく多くの「登場人物」・「出来事」

が必要。江東区の町全体で中高生の体験と学びを支えるという構想です。

 
    中高生が自分たちのアイデアや能力を発揮していくこ
    とができる。

    クラスの友人関係に限らず、他校の友だちや異年齢で
    の関わりができる。
    不登校のこどもでも楽しめることが大事。

    「若者が町の様々な資源に繋がることができる」という
　ことがコンセプト。

居場所は「出番」から生まれます。

こどもたちの「出番」を作ってあ

げることが居場所になるんです。

居場所は他人には作れないのです

が、「出番」は作れます。

そこが非常に大きな差です。

９.「江東区」の町全体に「中高生の居場所」をつくる

町のお店が学食になる。

中高生が貧困対策のこども食堂に行くことは、自尊心が
傷つく可能性があります。町の飲食店で「皿洗い」を１
時間したらその定食はタダ！みたいな形だと

「よっしゃ、ラッキー」

みたいな感じになるわけです。

ちょっとお手伝いしながらお得に

「食事や買い物」ができるみたいな

形ができるといいな。

「学年・学校」関係なし。「学校」間をまたいだ部活動や
サークルを作りたいと思っています。

そういう情報の中に公的な支援を入れていきたいと思いま
す。

「相談の情報」も載せながら楽しいものでありつつ、
こういったものを加えながら中高生に利用してしてもらえ
ると良いなと思っています。

「顔が見える町」　「中高生を温かく受け入れてくれる町」
を作っていきたいと思っています。

定食タダ券

皿洗い手伝い

１
時
間

この 3 つのコンセプトを軸に、中高生と未来をつなげてい

くことを考えたいと思っています。

アプリケーションをつくって、

町で行われているイベント情報

を配信する。また「こんなこと

を学びましたよ」という履修履

歴をつくる。

これは最終的には「学校の内申」の

評価に加えていただけるようにしたい。

また江東区内のお店や企業にお願いして、いろいろな所に

中高生のフリースペースを作ってもらう。

「勉強スペース」や「軽食」「おしゃべり」「ゲームや漫画」

も OK というところでマップをつくる。

中高生たちから情報投稿してもらってマップを仕上げる。

FREE 
SPACE 

GAME
 OK 

M
A
P

出番

action

new friends

the community
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江東区内の小学生、中高生の学び・居場所事例

●青少年交流プラザは、ひとりでふらっと行っても、
みんなで青少年団体として登録をしても無料で利用
できる、青少年の居場所です。また、青少年相談事
業の居場所事業を行い、人と関わることが苦手な
青少年のソーシャルスキルトレーニングも行ってい
ます。

●「江東中学生勉強会」は青少年交流プラザで

毎週水曜日 18:30-20:30 学習支援と食事の提供を

行っています。

連絡先 TEL:090-2161-1963

●「すなまちよっちゃん家」では

ＮａＮａの会主催、中高生が部活後、

皆で食べてすごす里

「中高生のしゃべり場」を2か月に

一度火曜日17:00-20:00

に実施しています。

住所:東砂7-9-13

連絡先TEL:090-2755-0009　鈴木
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ジュニアリーダーになろう
　キャンプや宿泊研修などをとおして友達と仲良くしたり、自分を表現するスキルを磨きませんか。
令和２年度初級講習会（対象は小5から中1）は9月から開始し、宿泊研修を含む６回、毎回日曜日に
地域の区民館などで実施します。中級講習会は初級認定者を対象に５月に始まります。詳細は区の
ＨＰをご覧ください。ジュニアリーダーが小学校を訪問し、ＰＲすることもありますので
お楽しみに！募集用パンフレットは青少年課窓口の他、後日学校をとおして配付します。
※事情により講習会内容等を変更する場合があります。

江東区　
こうとう
ゆーすてっぷ
（青少年相談）

青少年期のひきこもり
や将来への不安や悩
み（対象：概ね15歳～
40歳未満までの方及び
その家族等）

こうとうゆーすてっぷ　※令和元年度
080-9434-6949（予約・相談）
予約：月～金曜日　9時～19時
来所相談：火～木曜日　13時～17時
（青少年課・区役所4階23番/青少年交流プラザ）
電話専用相談：火曜日　17時～19時

江東区　
教育相談

不登校・いじめ・学習・
進路・就学・こどもの教
育・行動などについて
の相談【電話相談及び
面接相談（要予約）】

ブリッジスクール
（適応指導教室）

教育センター2階（東陽2-3-6）
03-3649-3834
月～金曜日　9時～16時30分

教育センター
03-3645-5277
月～金曜日　9時～16時30分

東大島教室
03-5626-4571
月～金曜日　9時～16時30分

江東区　
電話教育相談

こどもの教育なやみ
電話相談

スクーリング・サポート・センター
（教育センター3階）03-3649-3834
月～土曜日　9時～17時
※これ以降の時間および日曜、祝祭日は留守番電話にて受付

江東区　
学校教育相談

区立幼稚園・小学校・中学
校・義務教育学校の教育
内容に関する相談

教育委員会指導室（区役所6階）
03-3647-9179
月～金曜日　9時～17時

江東区・東京都
虐待相談
児童相談など

江東区
母子・父子相談

虐待の通告
（児童に虐待のおそれ
や疑いがあるとき）

虐待の通告
（緊急時、夜間や休日）

こどもの虐待ホットライン
（南砂子ども家庭支援センタ－）
03-3646-5481　月～土曜日　9時～18時

児童相談一般・施設への入
所・しつけ・養育・不登校・非
行・虐待の通告・児童自身が
保護を求めている場合など

母子・父子相談一般及
び福祉資金の貸付、母
子生活支援施設の入
所など

東京都江東児童相談所
枝川3-6-9　03-3640-5432
月～金曜日　9時～17時　

来所相談
保護第一課(区役所2階）
03-3645-3106　月～金曜日　8時30分～17時
保護第二課(総合区民センター1階)
03-3637-2707　月～金曜日　8時30分～17時

江東区
家庭相談

親子・兄弟姉妹・夫婦間
のこと

来所相談
保護第一課(区役所2階）
03-3645-3106　月・水・金曜日　13時～17時
保護第二課(総合区民センター1階)
03-3637-2707　月・水・金曜日　13時～17時

こども家庭支援課養育支援担当
03-3647-4408　月～金曜日　8時30分～17時
児童相談所全国共通ダイヤル
　189番（いちはやく）
警察　110番

江東区　
消費者相談

商品を購入したり、
サービスを利用した際
のトラブルに関する苦
情・相談

江東区　
子育て相談

子育てについての不安
や悩み

電話相談　03-3647-9110
来所相談
江東区消費者センター
扇橋3-22-2（パルシティ江東2階）
03-3647-9110
月～金曜日　9時30分～16時
※第2・4月曜日は休館日
　土曜日は開室
深川北子ども家庭支援センター
相談専用03-5600-8708
豊洲子ども家庭支援センター
相談専用03-3536-7682
東陽子ども家庭支援センター
相談専用03-5665-4017
大島子ども家庭支援センター
相談専用03-5836-1625
南砂子ども家庭支援センター
相談専用03-5617-7772
電話相談　月～土曜日　9時00分～18時00分
来所相談　月～土曜日　9時00分～18時00分

江東区　
精神保健相談

思春期精神保健相談
お子さんのこころの問
題（不登校・ひきこもり・
家庭内暴力等）で悩ん
でいるご家族、または
ご本人に対しての相談

城東保健相談所　　　  03-3637-6521
深川保健相談所  03-3641-1181
深川南部保健相談所  03-5632-2291
城東南部保健相談所  03-5606-5001

※予約制　相談日時は毎月の江東区報
（毎月21日号）をご覧下さい。

東京いのちの
電話

自殺などさまざまな精
神的危機に追い込まれ
ている人たちのための
相談

電話相談　03-3264-4343
年中無休　24時間

インターネット相談
https://www.inochinodenwa-net.jp/

電話医療相談
（心身の健康維持に関する相談に医師が対応）
03-3264-4343
土曜日　14時～17時（祝祭日を除く）

こども・こどもを育てる人の相談窓口




